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ＬＩＮＥのトラブルについて

ＬＩＮＥでのトラブルが問題になっています。本校でも、心配されるトラブルが、起こってい

ます。そこで、ＬＩＮＥを含む、携帯・スマホ・携帯ゲーム機等を使う際の注意点について四倉

中生徒の現状をお知らせしながら各家庭で気をつけて欲しいことやお願いしたことについて述べ

ます。

１ 四倉中生徒の現状（６月の調査から）

○自分専用の機器を持っている人数（全校生徒２９９名中の割合）

・スマホ８２名（２７％） ・タブレット端末６６名（２２％）

・ネットに接続できるゲーム機１７７名（５９％）

○毎日よく使うものは何か

・スマホ１１７名（３９％） ・タブレット端末７２名（２４％）

・ネットに接続できるゲーム機１０４名（３５％）

○平日のネット接続時間

・３０分未満４５名（１５％） ・３０分以上～１時間未満４８名（１６％）

・１時間以上～２時間未満５４名（１８％） ・２時間以上～３時間未満４８名（１６％）

・３時間以上～４時間未満２８名（９％）

※自分専用以外に親や友達のスマホを使う場合も考えられます。

※ゲーム機といえどもネットに接続できるものには、注意が必要です。

※１時間以上のネットへの接続は、問題です。学習時間の確保やネット依存の面から心配。

２ ＬＩＮＥでのトラブル防止のために守ること

○他人の悪口を言わない。（書き込まない）

○安易な気持ちで、自分や他人の顔写真をのせない。

○ウソの情報や事実かどうか分からない情報を広めない。

○仲間はずれにしたり特定の人をグループから強制退出しない。

○わいせつな写真やトークを投稿しない。

３ トラブル防止のお願い

○親の管理のもとにスマホを使わせせてください。使用時間や使用方法を約束させ守れないと

きは、ペナルティを科して下さい。

○子どもの生活の様子について目を届かせてください。成長してくると、親の手から離れてい

きますが、目と心は離さないで下さい。気になったらいつでも声をかけて下さい。

○スマホだけでなくネットにつながるゲーム機類についても使用方法を注意して下さい。

○基本は、他人を傷つけないことです。情報モラルは、日常の生活モラルです。

○スマホやゲーム機器類を安易に貸し借りさせない。使用方法も含めて管理して下さい。

携帯・スマホ・ゲーム機器類の学校への持ち込みは、厳禁です。また、中学生には、スマホは、

必要ないと考えます。利点よりもトラブルを招くおそれの方が大きいと心配されるからです。そ

して、スマホを介したトラブルが起こると、学校では、解決のためにたくさんの時間をとられま

す。さらに、法律に触れる場合は、警察問題になるおそれもあります。ですから、どうしてもス

マホを持たせる場合は、親の責任で持たせて下さい。そして、しっかり親が管理し子どもに指導

して下さい。上記２について折に触れて話して下さい。よろしくお願いします。

なお、学校では、技術科の授業で情報モラルについて学習します。また、年に１回は、外部講

師を招いて情報モラル指導を行っています。
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